
ないぞれだりに、わが凶芝レてもだされてく
る可飽伎をむレろ予測係では
当初、八月下旬に予審兆し賞せたことがあったが、と

たんにニ間間関係としての日米関しておかればならない。
れ
ていた
会談臼寝がソ巡側の邸合うしたジ訟の用品凶を利則するζと

係という災い製野合同闘え
て、「也
こうした吋飽性があるだげに、
で御磁界にさ
れたとい－P一シミがす
なく、円巾関係の改身をひたすら

仰
のな
かの臼米関係」とい－マ立拘わが阿の吹附・外お行は、日米関でに付げしている。そして、取火急いですでに切り札を依いつくじ

から問題合意することになろう係の容な
路孝議レペルでの禁
であHQ北
方飢十附同組に
つい
てしまっ
た日ぷ義弘たいして、

が、そのき志
向去の曜にア
震レ、
汁刷会だそな
えて災慣
ての

ジ訪の耐震は 、その後、変ツ泌はそうは雪崩るはずかない

制

メリカがどれほど償問菌、吉的育挙控室哲2し
て化ずるζLるか、ますます倣レい
の
である。

肌

窓
柔すのか、
疑問
の多い
さ

さ
背土ハ
↓
七の
皆、
裂
ものになりつつある
E
協
容

ア
ジ
ア
外
交

ろである。

で臼米岡依公ぷ、
つま
り第九
回日
とおりである。

・

可

少
厳
し
い
外

：じMJ
U
訪問問削
減収ド
の

誇一ふれ－
uの
ジベMM一
EU

接
持
続
長時
報
紘
一
拐
しい昌

二
悶一

課題
に
直

面

い
うぷ
附
が
お，
にわ
け
で
は必
い
れる
側
に
J

2

5い

き

円米
副
議
は、
ホワ
イ
トハ
ウ
ス

「
2

2」
につ
いて、
ア
メ

口、
スタ
イ
ン
説

書3

3

32
で
室

長
手
附

ζて
き一
議

5
寝
室h

t．
－一
汚い・のれをもに、昨年いであろう 。しかレ 、そのような問
主も去
今思一辿の協会がウ「タlゲ1ト事件の慢に
リカ側の品企十分に打必ずるこ
民 、
去に
持のパよ獲さ
の倒産会とい完治にますます

のである。もしも 、少なくとも民

浮き一おH中安へ向けてのあわ
語 、
品際 、
湾たhaよい。
語、問中信にとっても 、かな
彦、まだニクソン政権謀議とも必要であろ品、そもそも という隠のお附聖人の防日
現して自を深めているだけにと半年をきEZ闘に

妻

子だしい動さとましたムlEそれは第一に、
震議選におり以前から栴怨され
ていたもので円とぞおこなった富・
3「病室率」
g、
去がア
メ
リカ側のき
できりゃ堂届ではとくに商事であ時間をかり、
言、
きま

子
2
5fES
258聞かリ完全く一ぷあり、只体的にはきz一
3
3問中におζ5
25体的に海のものとおのおともめになり、
選はそのまま残さ
る。むしろ、主問題詰母にされていた日差では、
2

1ぷ成ったのちにはわ説委
者同
義援

米、訴
を出伝説者号室に 、ニクソン政赤カン
ヨったものではなく、たぶんに
れるEになった。
ゑ災のなしてアジア集団5
3s
z一審裂をとりつり「ム

一
こは、

き
な
に
も

自

Z

譲

宅
足

p
d」
とに
罰
レ
てい
る
の
2

5

8
撲の
メ
ド
を」
の
八
月

3

5
1

房

器
時
よ
か
に
も、
アメ
リ
自
の

竜
彦
ソ
g

g

g
一
高に
脱

J
H

Z
勅」
の
誌な

き

一υ、すべ
て盟主の霊祭知数一幽靭
宙望書E国国EE種目園自SEESEESSE
の

号しかな
管ているのかもし
れず 、先のさ
れかねないのが現状であり宝。
客いだいたアジ
ア直にたい

一
羽川1MM
おい目
立
慨

脚

瞬
間
悶
崩
糊
日
開幽回
想
問
詞
日
掘
り

詰川
町山一
封
印
池山河川
口日
刊
誌
抑制
日
銭円
店

長

一りで必
至長については、
七山収
容
刻
EE自国E塑
富聴器臨
留齢層
臨周囲
罫寵
富
盛
そ
寝返って
プは、とうして、m
gの際に
系字
合せてい忽いよつであはもっ
患ったものになってい

一
胞のけに
も別

室

号。
h

響

研
ぬ

っ
て、
そ
得点
在、
わが

宗

主n訟
で

返
釦
引

引
制
川一
望し
ての
尽
き
ま
レ
む、
H
米
間の
心
部
なシ
ミと
レ
て
の、

菜、

3

2
2一
な
の
忘なか
ろ
うか。

器と
じ

土

足、

3

3

2
勺

総
議

苅

らがい
に不利な
な均に
なっ
各い
れて
い目

白で
もあ
る。

た
りする

；わ
ぬソ
パ
！
？
シ
残りて
3
30

どの
附治
労

2

3

2

5

要
望

まに
誌

でωけ
をかどり
さに
方
……
線
総
ぺ

えな
かった。

こ
とだアメリカ聞の界的
意
J
をじな1UH－

－
q

対
ソ
閥
系
も

りドげ
が十
だできている
協で
仰たであろ
己、

準々
到

す
てゆくべ窓、いよいよ
3
繁
？

しかレ、
3
3、ま
き宍アメリカ側と
では、日
アメリカ〉
jj、札

｜イ
はないきでき 。

窓」と宮内向上82

Fしい外
選にいまわれわ
ぬ抵抗苛
グ
俗
、
同
ずお一に、ァメリ先にたいして
米関係改まい
る慢において
Eニクソン
3M、
民・

容
易
で
な
い

ただ、
話
器の
器、
：
3
5まったとき凶

－LE－－j；33・poo
日紙一FAF以
…
在…も 、
話にたいレても 、わが控
訴同と一
ちていても 、とかくにたいし工、叫が・官品12
次に、H
Y門型dについてはソ対立に開店主
わが凶の出方が
に 、これら
の点以穴いに再処d

LF判
官L’
；ト同日ドト軒
際；
刊FKE山
お型農EJUEH－
陸bd佐
主
主持阿部
局間ι怯W外えから
間際脳体どつであろうか。

交渉力になり
遅いわげではないれねばなら忽かったωずで国

首
て
？
“
tlけl’
zhf
TB
吃iz－－－…
の米ソMY内1
5
5
5U
1
2，か
てしま工リ51Y
3
・3
SE
一2
pttbi
；
f

l、
tilt－
－
ι”
白
jf

一益江、ζの七月一一一十一日、
…泌総ザ瞭ソ…嶺…の農民レてみて、今日の民
いる。Zジラソ迫害話時だ至郡し、H議済関係のさらと」、とか「認の次は普主
惑が宅費、日語喜んで外相も、大国との露外交にH

T月一日のニクソン大
器との凶

十討
会式
ゴMV
fizz－－山

は決して霊しいと
は思われな
合は、その点差浪
・長認でのジに一艇の議とわが同の安令保障
さといった外交感覚が 、閲覧
事的にもきわめて惑な段階に
けながら 、対アジア外交委剖

一
3皮切り
ig
泌
さ
科
医

ェスチュアをもに、
書き出
さの
i言葉聞きめてわ画一般に広く撃まで進ん
でいる存に、わが闘と
裂している
各いえないよ有

一仏・手重品川簡との議 、
一
港線
開
謂川一山内…

K1j
f
ニクソン絞りイメージ事に火
していた
送ありわれていきしてい一
22めないをろでしては黙にな喜一審ねないだある。
諸外逃はまずアジア制

雪一そし3
2との
き、
五
線
議
開
わけ一一一一一一u

hい
土
らV

いUI・4
5、ゎ首位
習とに変りはなく、
店、
関
与制。レかし対ソ
震についてのろう。
語、
監の一
問、日とり一

話レい誌の旦

号
Z脳院院に協ば陀ド駁修制問Fprh内μiaM綴pktいに阿倍健医院ICE医長長ド阿国民陀隠厄民話b閥段階限同協はほーさあ

そぶ陸時限

一にな
た。この

よ毛布外遊
綴お川町一一昨巴…・・・汀＝・・…

寵u
如uwm繍蹴
が沿うじとはい
ぎりいうよ一も
”がさ・りに俗人三れ
一品担押しも今川
の円相必ソ会めぐる対話
時から、

翌似ヒ闘でお邸
主民主
（山京外大接周

一これどrlug－48w郡片？”嗣田

町mfhpt一＼t抱
一

一昨1の中川昭」の誌を刊
紙議
内

宮健一－t一

一
1JJ
1け
いJ川町パ

猷一－医UF

／
ilJι，臨時
一

句宇れは、問中内聞にと円ても
掛
務一Mmp

／ト
RUN
－

－
舟
ぞ
の
治的
な
脳
外交
の
防

総
収
溺
1
‘

i
！

一

一とにごとにh仙Ht

．－Epi－－

ぃ。とて相ぎには 、命包悩一

一
にちかわ子、ベ」
Eハ似
た
主主、
民
国はあく警
告、主
5
剣道訟の

す実
際℃苦闘が
さい主志
向山糧庁して、
合印刷に託ための
日米自主や日ソ
凶一足

関心角川
し℃民ふ
れよっに投
品り制
hu以外にむい
か勺ι～創
出世のた

めのむ首謀 、モレて

すUれ
詩、
会
事く、

おの一

り、
さに
は、

2
2
若
井5
過般の日中

門委
窓ため
の
忠

一
泌町内
踊外交
の
要は、
わが
阿の
まく
陸
軍は、

密主－
昼
間
待
首脳
会
Aなどのよ
っ

主体
的かっ

一
将来
に
と3
て
きわ

めγミ
ミ
去にや
すく
さ

レてくれる

ほど貯

蓄

な県言語
っ
てい
義
期の

行一
のでき存に、その警笑いいお
ではなく、むレろ、今思
議ではなりきでき 。ζ
己

主に注目しないわけにはゆか
ない。

パ脳外どにおい
ても、
議問謀長期の主であるおに、わが

－L
L・－
長官
今川

の似子は、
ひ
たら「
多くり持
堂
町
話
聞はむレろ

大同の誌を
存
在

一一れら砂州民間伐の問山主制う火
凶は品川－問主げてなた勺ばならほい
ならない舵レい然続にあるにと金

－一の
局、あり、問
中泊されらL似われ
お・句で
3。

甲お際－HR
24
号訴しておく

川
すJRに似レ．みたレ忘れ
にいTれは、このよっに芝け一L必叫おもちづ。

ト一
12甲堅持22
3附にと
〈この浮誌に

米の
柔軟
姿

一ろうかしρλ尚早 ．会品ぬかけあお・以外 ・4G円 、
トーJ

一

－rp

九MLZ
VドLP
占J

け一
切
汽
J寸，q
む
のと出
われJQ＠

はに
た
？
な
み
で
究・っか。

安
l臼
ご
J・
？

f
－

を
よ
り 、
川
中
内山
と

レ一，A川 、

い
ま
さ・り 、
．

め
附
別
手・り
ず
わ
け
・

てこでた、
も’
と
お
叫
な
凶

内煎ょのM附
凶閉山がもた・早川中川にはいか伝いリれどむ、
ど

うも殺
米合流とHソ会必に
つい
て、糾千

． 

�月3回5・1；；・2S日発行

言論人恕話会
!1!•1！ι：；司：災民由民間£202の18 C1孔.I«ピル〉
賓31!1!干SI} 104 
m必泌氏（56 D 4311 
Z民世ロm �L<;!l o 1047 
111年2500円1部70円

;St.十r、g、γ

。転載利用について．

・本
紙
の
何
事
を
転
mR
M門
附
さ
れ
る
の

は
紡
併
で
F
が、
た
た
恒・
印刷
紙
製
は
お

こ
と
わ
り
し
虫
ず＠
転
減｝』
品
市
の
方

は
m
前
に
・本紙
民
任
官の
水
甲山台
’ゆ
た

う
え、
そ
の
記
事
に
は
必
ず「
汁
治
人』

か
ら
紙
似
の
円
明
示
し
て
下
谷
い＠

2

33＝E

is－－言－

222・

25
z

zig－

FEt－－＝－

31－－E－

〉：＝－E－

ミ，Ezz－

tSEE

ZS
Z－

事事、－－－
E

tS
E

ts－
5

24ZE－

－t
z

24
亘書

、i
EJ

M

司
L
L
・－
ud

魅して、
問中
角的必
主
主
ることが
協であり、
張
主
安保
護は、
日かの
誉

議討
議
誌して一
替
安一

川

司
日
疋

三
コ
州一
ないレは、
倍
前レに
がよ
そめ
三
矢
野な芳一は
去る

菜公
立山レてい日系、
尽
ない
きに燃え日制。

ト

川

ry
t
$
ニ＝
Ib

いという
よも、
既に．・一
滑
に

E
b叫一烈
といJA
げ当然であ

設当～りは、
余く
迎
夕方しかレ

、
目
先
発は筋
量
一

山間中
J刊日米のをいよ山さ
てい，t

uuo
t、M闘に北
潟市公レているこ点わかるJ
R
22挙めぐって一

川
い七祭
器北
31・仁川
務
民
1ころで、
洋
平
副γ掬
顕甘
さとっ
て
当分の
主

号、
管出は「脱
出に
はれ

護志
望ーを一枚にして宏
一

向
のために、
山ソrd
Z
管一ふ
して、
努の
去が
きれ
と
aについて
まってみれば、
号
げ、
間営、
主
主む
刈r
e

Eた例
主唱りで、
もレ、
ヱ

γ』い・コ。リてれはすくなくとも、
ているを境として、長」でたむ語路レ
て史的きが日本主張、
ぢダム河口でツ一議延々とし
てき、円高一

川口本刊にとっ
て止レい暴落改めて削型じたいのは 、日本脅し
つ産むのものである 。尚北千品 、実はソ泌に引渡同窓騒が行われると若と、一

ブめるが 、ソ務にとっては決レ閣内にお
ける型遣

し 、サンフランシスコ
塁意見主万領土に関し
て一

W
て正しい解警はない。云う泌をめぐるをした党
首相訪γと北方領土
条
約定訴棄妥思い切った賢一宇るかもしれ一

川もない一」とだが、ソ速は今日まの主である。すく

さしていると＋告示。

一

ご宅舗は解決済みとまレなくとも、果凶内での決ったまたそ－乙なけ
ればな患い伎
で、他民営は全員石川J
器産ミ北方向上喜一

ケ、ぞい84ソ援で一交
量得語、ソ出にとっ
て悩筑のものιぬる。すくなくとも
聖ボしてい心。

ぐる総本的議場担も 、絶…

川崎竹三緊張盟国解決めて話レい習でな 、nソ
怒川の23況はい辺
思議語、すくなくともだ解消しないとは一五い切れは一

γりにめのも
のとめ
ヱιはな・
8

挙公ソ地に
おに
与くこと
わゆい
お
sae

担
品十ほ
ぱa

Z仁川わな
くて
い。

一

川い。

の寝
込定
者以
Jい
と
えが 、
34土型れ
主いというx，A守hZJ5
2
若d立主2w…

川

議白岩訓仙の必ソは、恐J95は必
陣取くはい 。
お引土に

仰すけ呂町誌の主
てそのM
案提が切におに包む
おずおや。
一

？円く別仰の
か九
浅川副は
ぎれ

民主苓
南
芝川、一
つ
の川
岐には、
2
2
m
を
お
いT
E
長d

タ部ば
レてい－u

wないに述いない。そをレ員組に
ついて災った円以り
“止す
33
25 、話をという
主39ならば、ζω


